
1 

奈良県エネルギー政策講演会 

再エネ利用で災害に強いまち 
～メガソーラー・ＥＶで電気を運ぶ～ 

 平成26年8月5日 近畿日本鉄道株式会社 

環境にやさしい安全・安心な街 
「近鉄 福神 花吉野ガーデンヒルズ」 
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再生可能エネルギーの地域活用の具体化に向けて（その１） 

政府のエネルギー政策による 

太陽光発電などの再生可能 

エネルギーの普及拡大 

再生可能エネルギー需要地 

付近でも設置可能な分散型、
自立型電源となりえる 

メガソーラー事業への参入 

花吉野ガーデンヒルズ内に 

近鉄花吉野ソーラー発電所を 

建設し、発電を開始 

        （平成２６年３月） 

○背景 ○近鉄の取組 



3 

近鉄のメガソーラー事業 

発電所名称 所在地 面積 発電容量
一般家庭
消費電力

相当世帯数

発電開始
時期

近鉄伊賀ゆめが丘
ソーラー発電所

三重県
伊賀市

約２３ｈａ 約１５，５００ｋＷ 約４，７２０世帯
平成２６年
１０月予定

近鉄志摩スペイン村
ソーラー発電所

三重県
志摩市

約６ｈａ 約２，５００ｋＷ 約７４０世帯
平成２５年

９月

近鉄花吉野
ソーラー発電所

（第１、第２、第３）

奈良県
大淀町

約６ｈａ 約４，２００ｋＷ 約１，０６０世帯
平成２６年

３月

近鉄大分高江
ソーラー発電所

大分県
大分市

約４ｈａ 約２，２００ｋＷ 約６１０世帯
平成２６年

３月

合計 約３９ｈａ 約２４，４００ｋＷ 約７，１３０世帯

近鉄ソーラー発電所一覧表
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花吉野ガーデンヒルズの概要① 

街びらき 平成１１年５月

事業主体 近畿日本鉄道株式会社

全体面積 約１０３ｈａ

入居済戸数 約３３０戸（平成２６年６月末日現在）

主な施設 近鉄ふぁーむ花吉野（平成２４年７月生産開始）

近鉄花吉野ソーラー発電所（平成２６年３月発電開始）

（仮称）南和広域医療組合救急病院（平成２８年７月開院予定）

医療法人弘仁会南和病院（平成１５年１月開院）

交　　通 鉄道：近鉄吉野線「福神」駅前（大阪阿部野橋駅から特急で５６分、急行で６４分）

自動車：南阪奈道路　葛城インターから約１６．９ｋｍ

　　　　　京奈和自動車道　五條北インターから約４．４ｋｍ

花吉野ガーデンヒルズの概要
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花吉野ガーデンヒルズの概要② 
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花吉野ガーデンヒルズの概要③ 
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近鉄花吉野ソーラー発電所の概要① 

 

 

所　在　地 奈良県吉野郡大淀町大字福神

面　　　積 約６ｈａ

パネル容量 約４，２００ｋＷ

設 備 容 量 約３，０００ｋＷ

※約１，０６０世帯の年間消費電力に相当

着　　　工 平成２５年１０月

発 電 開 始 平成２６年　３月２０日

近鉄花吉野ソーラー発電所の概要について
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近鉄花吉野ソーラー発電所の概要② 

近鉄・福神駅 

近鉄ふぁーむ 

近鉄花吉野 
ソーラー発電所 
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再生可能エネルギーの地域活用の具体化に向けて（その２） 

災害時（停電時）の電力供給への課題① 

太陽光発電から電気を必要とする施設（避難所など）まで 
電気をどのように送るか？ 

専用の電線の設置は法制度、経済的コストから困難 
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再生可能エネルギーの地域活用の具体化に向けて（その３） 

災害時（停電時）の電力供給への課題② 

太陽光発電（メガソーラー）は昼間しか発電しない 

夜間の方が電気の必要性が高い 
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再生可能エネルギーの地域活用の具体化に向けて（その４） 

災害時（停電時）の電力供給への課題③ 

太陽光発電（メガソーラー）は通常は自立運転機能がない 

停電時、電力会社へ電力を送電しない時は 
自動的に停止する 
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再生可能エネルギーの地域活用の具体化に向けて（その５） 

災害時（停電時）の電力供給への課題の解決 

課題① 
電気をどのように送るか？ 
 
課題② 
夜間も電気が必要 
 
課題③ 
メガソーラーは自立運転 
機能がない 

自立運転機能付 
メガソーラー 

＋ 
電気自動車（ＥＶ）用 

急速充電器 
＋ 

電気自動車 
＋ 

ＶｔｏＨシステム 
（電気自動車から建物へ給電） 

電気自動車が「電気をためる（蓄電）」、「電気を運ぶ」、 
「電気をわたす（給電）」 

解決の
ための
システ
ムは？ 
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災害時電力供給システム（その１）イメージ図 
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  災害時電力供給システム（その２）協力体制 

役割

奈良県 モデルシステムの普及・啓発

大淀町
・電気自動車による電力の運搬
・避難所などへの電気の供給

近鉄 停電時、電気自動車充電器へ電気を供給
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電気自動車急速充電器の概要 

形　　式 ＲＡＰＩＤＡＳ－Ｒ－Ａ（蓄電池内蔵型）

製 造 者 ＪＦＥエンジニアリング株式会社

定格入力 ２８ｋＷ以下

定格出力 最大５０ｋＷ

蓄電池容量 １２ｋＷｈ

電気自動車急速充電器の概要
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急速充電器① 
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  急速充電器②  
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充電最大電力とリーフＳＯＣ８０％到達までの所要時間 
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避難所の概要 

施　設　名
大淀町公民館花吉野ガーデンヒルズ第２分館
（大淀町指定避難所）

所　在　地 大淀町大字福神４番地の１２０

設 置 時 期 平成２６年６月

災 害 時
収容人数

１５９人

供給対象設備

照明、家電機器（冷蔵庫、テレビなど）、
空調機器（ビルトインエアコン除く）
［参考］日産リーフのバッテリー容量・・・２４ｋＷｈ
　　　　　一般的な家庭の一日の消費電力量・・・１０～１２ｋｗｈ

電力を供給する施設
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Ｖ ｔｏ Ｈ システムの概要 
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  パワーステーション  
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バックアップ電源としての使用可能時間 
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再生可能エネルギー高度利活用検討会（その１） 

設　　　　立 平成２４年１０月

検討テーマ
①メガソーラー、電気自動車、スマートハウスなどによるエネルギーの高度利活用
②緊急時のエネルギー対策等

構 成 団 体
奈良県、大淀町、近畿日本鉄道株式会社、
関西電力株式会社、日産自動車株式会社、シャープ株式会社、
大和ハウス工業株式会社、オムロンソーシアルソリューション株式会社

モデル事業
実 施 期 間

平成２５年度～平成２７年度目途

主なモデル事業
（検討中を含む）

①電気自動車を利用した周辺地域への電力供給（停電時）
②経済産業省「次世代エネルギーパーク」の認定取得による県内外への情報発信
③スマートハウスや電気自動車を利用したスマートシティのモデル事業

花吉野ガーデンヒルズ（大淀町福神地区）における再生可能エネルギー高度利活用検討委員会について
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メガソーラー 

電気自動車 

ＶｔｏＨシステム付 
スマートハウス 

電気 

電気 

平成２６年度の研究テーマ 

再生可能エネルギー高度利活用検討会（その２） 
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発生 １日後 ２日後 ３日後 ４日後 ５日後 ～ ９日後 

ガソリ
ン 

電気 

8割強まで
復旧 

約9割まで
復旧 

車内待
機者
（車・
バス利
用者） 

道路の安
全が確認
されれば、
帰宅 

体育館
待機者
（電車
利用
者） 

線路の安
全が確認
されれば、
帰宅 

要電力 

要輸送手段 

電力供給ニーズの発生 
～電力が復旧するまでの３～４日間～ 

人員輸送・物資運搬ニーズの発生 
～ガソリンが枯渇してからの数週間～ 

GS稼働率が 
53％にまで低下 
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 メガソーラーにつながった電気自動車充電器の活用方法（その１） 

災害時のニーズ 

被災
地の
状況 
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 メガソーラーにつながった電気自動車充電器の活用方法（その２） 

「建物への電力供給」 

「人員輸送＋物資運搬」 

＋ 

・避難者の屋内避難所までの移動                   
・必要物資の調達 
・避難者の救護所までの搬送 
・人工透析患者の搬送 
・救護所から病院までの搬送 
・復旧した交通拠点までの移動 



27 

終 

ご清聴ありがとうございました 


